

































































































かった。 9月 5日から大会に臨んだが、その合間には、日本人小学校などを視察した。 9月17
日、日本公使館でのレセプションでは、雪舟の絵を題材に「日本的なるもの」を講演した。 9
月23日にはブラジルに到着し、サンパウロ周辺で、日本人農場見学や講演を行った。サンパウ
































































































































































































































































































（16）　「島崎・有島両氏を迎ふるに際して」『亜尓然丁時報』1936年 9 月 5 日（国立国会図書館所蔵）、 2頁。
（17）　「遙々訪づれた“平和の使節”」同上、10頁。
（18）　『亜尓然丁時報』1936年 9 月12日、19日





















（29）　「南米その他の地より帰りて」『全集』13、428頁（初出は『東京朝日新聞』1937年 5 月 2 日から 8
日）。同様の文章が、「第十四回国際ペン大会報告」『全集』13、408頁にもある。
（30）　前掲、目野「南米の島崎藤村」、155頁。
　本論は、2013年度京都橘大学学術研究奨励費「戦間期の外交の民主化と日本の国際協調主義」及び、科
学研究費補助金（基盤A） 「環太平洋における在外日本人の移動と生業」（代表：米山裕）の研究成果の一部
である。
